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東海道新幹線Ｎ７００系車両の改造工事完遂について 

 

当社が保有するＮ７００系は、安全性と安定性をさらに高めた最新車両「Ｎ７００Ａ」

に採用されている機能の一部を取り込む改造工事を平成２５年４月より浜松工場にて実施

しています。 

この度、Ｎ７００系全８０編成について、約２年半の改造工事が完遂いたしますので、

お知らせします。 

 

 

 

 

 

１．主な改造工事内容 

（１）安全性の向上 

・中央締結ブレーキディスク･･･ブレーキ力を約１５％向上 

・地震ブレーキシステム･･･地震発生時に停止に要する距離を１割程度短縮 

（２）安定性の向上 

・定速走行装置･･･列車ダイヤが乱れた時の運行をサポート（遅れの早期回復） 

 

２．改造工事完遂による効果 

 当社保有編成の約８割が「Ｎ７００Ａタイプ※」となり、更なる安全・安定輸送に寄与

することが出来ます。また、最高速度が時速２８５キロとなる車両が増えるため、ダイ

ヤの利便性を高めることが期待できます。 

  ※Ｎ７００Ａタイプ・・・Ｎ７００Ａ及びＮ７００系（改造） 

 

３．完遂式の実施 

 改造工事が完遂することに伴い、本工事を実施した浜松工場にて、８月５日（水）に

テープカットを行います。当日は、車両が出庫する様子や、工事に使用した工具の紹介、

社員が取り組んだ創意工夫などをご紹介します。 

 

※参考 平成２７年度末時点での当社予定保有編成数 

Ｎ７００Ａ ２５編成 、Ｎ７００系（改造）８０編成 、７００系 ２６編成 

改造工事の様子 
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※Ｎ７００系（改造）に取り込んだ一部機能

・中央締結ブレーキディスク ・地震ブレーキ ・定速走行装置
空気タンクの増設による車体傾斜区間の拡大

改造工事完遂により、保有編成の約８割がＮ７００Ａタイプへ

・空気タンクの増設による車体傾斜区間の拡大


